
宝塚市第２地区自治会連合会単位自治会長研修会の開催 

期日・場所：平成２３年１０月１日(土)  宝塚市立中央公民館 

テーマ：第５次宝塚市総合計画・地域自治を目指して 

     ～校区自治会連絡協議会の役割と推進～ 

説明者：理事 中 村 一 雄 
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北九州市まちづくり協議会≪従来≫ ≪改正≫

地域総括補助金のイメージ図≪従来≫ ≪改正≫

地域総括補助金の導入 

地域が一体となった、住民主体の地域づくり・まちづくりを促進するため、市各部局が事業ご

とに地域団体に交付していた補助金を可能な限り一本化し、まちづくり協議会に交付する「地

域総括補助金制度」を、平成 16 年度から実施しています。下記の「まちづくり協議会の組織充

実」と併せて、順次、「地域総括補助金の導入」をお願いしています。 

北九州市まちづくり協議会 
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事例 逆瀬台小学校区まちづくり協議会「ゆずり葉コミュニティ」 

◆ 自治会を中核(合意形成の確立)とした組織づくり、各種団体との相互補完、連携・協働を図る。

◆ 位置づけ：最小行政単位(小学校区協議会)＝協議会連合会の組織はつくらない。 
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戸 建 ＝６ 
マンション＝１ 

＊連合会未加入(見做し自治会) 

白瀬川両岸集合住宅協議会 

＊  ＝議決権 

＊役員会：戸数による基準制度 

＊賛否：議決点数制度 
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スポーツクラブ２１ゆずり葉 
老人会、子ども会 他 
民生委員・児童委員 
逆瀬台小学校ＰＴＡ 
光ガ丘中学校ＰＴＡ 
青少年育成市民会議 
青少年補導委員 
人権啓発推進委員会 
ＮＰＯ、各種活動団体・グループ
マンション市民活動グループ 

逆瀬台小学校 
光ガ丘中学校 
宝塚高等学校 
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逆瀬台郵便局 
宝塚市社協逆瀬台地区センター
せいれい逆瀬台ディセンター 
宝塚エデンの園 
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商店街アヴェルデ・逆瀬台Ｍ・逆瀬台センター

縦割り行政、市民活動
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◆ 組織の簡素化と機能化
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≪豊橋市自治連合会≫ 
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第５次宝塚市総合計画の体系―６つのまちづくりの基本目標と横断的地域自治組織 

市議会・横断的行政組織！？：市長、理事＝企画経営部・市民交流部・総務部、技監＝都市安全部・都市整備部・健康福祉部
・子ども未来部・環境部・産業文化部、消防本部、教育委員会、上下水道事業、病院事業 
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市民活動：宝塚市自治会連合会、まちづくり協議会、市民活動団体＝民生児童委員連合会・ＰＴＡ協議会・子ども会連絡協議会・
青少年育成市民会議推進本部・老人クラブ連合会・校区スポーツクラブ２１・体育協会・ＮＰＯ・宝塚青年会議所 等、事業者、学校
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※ 横断的地域自治組織＝地域自治の基本は合意形成にある。並列(両輪)組織でない一体化組織に向けて、「校区(地域)自治会

連絡協議会」が中核となり、校区(地域)の地域力・自治会力を拡充して横断的組織を機能させる。

中間支援組織、地域プラットホームの役割 

生駒市校区市民自治協議会

社会福祉協議会

老人クラブ

民生児童委員

青年協議会

障害者団体

ＰＴＡ
警察・消防

ＮＰＯ・ボラ
ンティア団体自治会

自治会と各種団体との協働 

ヨコ＋タテ＝総合的なまちづくり組織

人口＝120,334 人、 世帯数＝47,063 世帯
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人口＝974,780 人、 世帯数＝423,776 世帯

豊橋市自治連合会 
校区自治会 

(５１地区) 

町 自 治 会 

(４４３町) 
豊橋市人口＝381,631 人 

世帯数＝150,202 世帯 

会
長 

宝塚市人口＝226,164 人  ２４校区     ２１０ 
         92,395 世帯      （連合会未加入６６） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３／１６頁

≪平成１１年３月作成≫
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各自治体の市民自治協議会の概要 

(1) 役割     (伊賀市・住民自治協議会)

  住民同士のコミュニケーションが図れる範囲 

の地域において、生活の質の向上につながる親 

睦や学習活動をはじめ、地域が抱える課題につ 

いて共に考え、対応していける自立性のある総 

合的な組織として、住民自治協議会の設立が必 

要となっています。 

 各地域が有する課題はそれぞれ異なり、住民 

のニーズも多様化、複雑化するなかで、行政が 

市全域を一律に対応していくことはきわめて困 

難になってきており、地域がそれぞれの実情に 

対応し、行政がこれらの活動を支援していくこ 

とにより、皆が満足でき、住みよい地域の形成 

につながります。 

 さらに、住民自らが自主的な活動を展開する 

ことにより、生きがいの創出や地域への愛情、 

誇りが深まり、住んでいて良かったと思え、活 

力あふれる地域の創造にもつながっていきます。

(2) 区域 

  住民自治を市のまちづくりの基本に据えており、

 小学校区単位を基本に住民自治協議会を設置する。

(3) 会員 

  その区域に住所を有する者であれば個人、団 

 体、企業等を問わず誰でも参加できる組織とし 

ます。   ※ 地域の総合的な自治組織と言う 

性格上、会員はオープンにしておく必要がある。

ちなみに、自治会は戸別加入のため、個々人の 

意見反映ができないといった課題がある。 

(4) 組織    ポイント 

 自治会と各種団体との協働 

  ↓   ↓(福祉、環境、防災、教育、文化、体育…)

 タテ ＋ ヨコ ＝ 総合的なまちづくり組織 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例 宝塚第一小学校区まちづくり協議会 

兵庫県県民生活審議会答申（平成２０年７月） 
「地域コミュニティの創造的再生をめざして」２８頁より 
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 地区別グループ討議記録 

 

 

 

① 社会情勢が大きく変化して、ボランティア活動も多種多様化した。

この中にあって自治会活動・組織も対応して進化しなければならない。

自治会が中核となった地域の横断的組織の構成は「校区（地域）自治

会連絡協議会」の立ち上げが重要である。 

② 地域内の横断的組織の構成は、自治会組織が中核となった活動がな

ければ地域がまとまらない。 

③ まちづくり協議会は、地域の会費徴収・募金活動が出来ない上、広

報紙・チラシなど配布、回覧も出来ない。従って、組織の地盤・体質

が非常に弱い。まちづくり協議会の活動を実際に体験したことによっ

て地域課題の解決は、独自解決が図れないことが分かり、自治会の力が

ないとまちづくりは出来ないことを痛感した。そこで自治会連絡協議会

の設立は、大いに賛成だ。 

④ 地域内の単位自治会がバラバラでなく「校区（地域）自治会連絡協

議会」を設立して、単位自治会が連帯し主体制を発揮しながら地域を

まとめることが必要である。 

⑤ 「校区（地域）自治会連絡協議会」は、自治会長の仕事が増えるの

でなく、まちづくり組織（地域自治組織）の簡素化（スリム化）を図

ることにより、地域活動の効率化、活動成果が期待できる。 

⑥ 議決機関のある明確なまちづくり協議会は、現在８団体４０％であ

る。残り１２団体６０％の規約改正は、５次総計前期基本計画の平成

２７年度終了までの達成目標としている。地域の議決体制の構築は、 

  第２地区     記録者     理事  中 村 一 雄  

＜宝塚市自治会連合会＞ 平成２３年度定例総合研修会 平成２３年６月２４日開催

課題提案 「校区(地域)自治会連絡協議会」の立ち上げについて 
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 「校区（地域）自治会連絡協議会」の立ち上げが重要であって、地域 

は一つの活動団体が一元化され機能することが絶対条件となる。 

⑦ 「校区（地域）自治会連絡協議会」は、平成１８年度で採択され毎

年、地区会議でエンドレスのない同じ議論が繰り返しされている。 

一刻も早くこの組織をつくっていかなければならない。 

⑧ そのために、第２地区は、平成２３年度総会でワーキングチーム「校

区（地域）自治会連絡協議会結成促進プロジェクトチーム」を発足さ

せている。チームリーダーは、森山理事を選任して体制づくりができ

ているから、後は早い段階で実行するのみだ。 

⑨ 宝塚市自治会連合会の平成２３年度事業計画である「第５次総合計

画に対して、連合会としての提案を行うと共に、まちづくりにおける

中心的な役割を果たせる体制づくりを行う。」の事業を推進するにあた

り平成２３年１月２８日、１４名の構成員からなる「第５次宝塚市総

合計画に関するプロジェクト会議」が発足した。これは課題である「自

治会力・地域力の強力なリーダーシップを図る」うえからも大切な会

議体制であり、研修研究班との課題解決に向けて密接な連携体制でな

ければならない。その共通課題である「校区（地域）自治会連絡協議会」

の立ち上げに向けての自覚と取組み姿勢がなければならない。 

⑩ 年々自治会連合会の組織率が落ちている。平成１０年度は７３％で

あった今は、６３％になっている（参照：自治会運営の手引き）。 

これは、現在すでに４３％となった地区があって全体数字の逓減原因

になっている。自治会加入率の促進は、自治会が連帯して地域づくり

の実績を上げ、地域住民から地域活動の評価を得ることが重要である。

その意味合いからして「校区（地域）自治会連絡協議会」の立ち上げ

は重要となってくる。 

                          以 上 
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                            平成２２年１１月２７日 
                           宝塚市第２地区自治会連合会 
                              理事 中 村 一 雄 
 

       宝塚市第２地区自治会連合会単位自治会長研修会 

 

 テーマ ～第５次宝塚市総合計画における地域自治の実現に向けて～ 

  地域自治を目指す校区(地域)自治会連絡協議会の確認と目的・組織・運営等について 

  参考；宝塚市自治会連合会の平成２２年度事業計画の基本方針 

      ４．第５次総合計画に対して、連合会としての提案を行うと共に、 

まちづくりにおける中心的な役割を果たせる体制づくりを行う。 

≪ 研修のねらい ≫ 

   地域自治における自治会の中核としての位置づけを主体的に確立する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  ◆ 宝塚市自治会連合会 
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 宝塚市自治会連合会は、７つの地区自治

会連合会（第１地区～第７地区）で組織さ

れ、各地区自治会連合会との連絡を密にし

て自治会相互の連携並びに振興をはかるこ

とによって、市民の福祉増進を向上するこ

とを目的としています。 

また、７つのそれぞれの地区自治会連合

会は地区内の単位自治会で組織され、住民

と市政につながる自主的な活動を推進し、

自治会の事業及び活動状況などについて意

見交換しています。この他、共通事業につ

いては、緊密な連絡をとりながらパイプの

役割を果たしています。 

宝塚市自治会連合会の組織 

校
区(

地
域)

自
治
会
連
絡
協
議
会 

単位自治会 地
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自
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合
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(
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単位自治会

単位自治会

単位自治会

単位自治会

P8 

【 定例総合研修会（平成 22 年 6 月 24 日）より 】 

経済の不況、少子高齢化の進行、社会構造の変化、さまざまなニーズの変容などが、従来の行政の

役割を大きく変えている。第５次総合計画の発想は、①「新しい公共」の創造、②「市民力」「地域

力」の育成、③「協働」の仕組みづくりと運用、この三者の力を借りて「市民自治」「地域自治」を

実現しようとするものである。この時期に際して、自治会・自治会連合会は、市内最大の市民組織で

あることを自覚し、新しい都市経営の実践的中核的機能と実力をもてる努力を惜しんではならない。

校区（地域）単位で自治会の横断的な組織づくりを行うことによって、地域力・自治会力を強化し

て地域合意を図ることが大事である。まちづくりの中心的な役割を果たせる体制づくりには、自治会

連合会の内部組織としての校区（地域）自治会連絡協議会の発展が重要である。 

「
自
治
会
運
営
の
手
引
き
」
の
頁

資料Ⅰ・概念 



市民自治を実現するには、自治会やまちづくり協議会※17 による「地域

自治」を確立させるとともに、市民活動団体、事業者、学校などが広域的

に行う活動を充実させる必要があります。 

 

  ～地域自治を確立し、市民主体のまちづくりを推進します～ 

 

 

 

現状と課題 

本市の地域自治システムの特徴は、自治会を中核に、小学校区を基本とした２０のまちづくり 

協議会※17が全市に設立され、補完性の原理※47に基づいて、地域課題の解決に取り組んでいる

ことです。 

地縁型コミュニティの基盤である自治会は、地域共同体としての機能を果たし、地域内の環境

整備や生活安全、見守り活動などを担っていますが、加入率が低下傾向にあります。各まちづく

り協議会では「地域ごとのまちづくり計画」を策定しましたが、その浸透を含め、どう実現する

かが課題となっています。 

市内には多くのＮＰＯやボランティア団体、コミュニティビジネス(ＣＢ) ※48などが育ってい

ますが、地縁団体との連携が求められています。また、教育機関について、一部の大学とは連携

協力に関する協定を結んでいるものの、事業者も含めた連携はあまり進んでいません。 

成果を示す指標 

 

 

 
 

施策展開の方針と主な取り組み（◎は重点的な取り組み） 

１ 市民自治の基盤となる地域自治の確立をめざします 

◎ 地域自治に関わる地縁団体、市民活動団体、事業者、学校など、様々な主体がまちづ

くりについて協議する場の設定とネットワークの構築 

◎ 地域内自治会とまちづくり協議会※17 との連携の推進 

○ 自治会の結成、自治会連合会への加入促進 

◎ 地域ごとのまちづくり計画の促進、見直しなどの支援 

２ 市民活動団体、事業者、学校などによる広域的な活動の充実を促進します 

○ 市民活動団体などと行政がまちづくりに関して協議する場の設定 

◎ 宝塚ＮＰＯセンター、社会福祉協議会などの中間支援組織と連携した、市民活動やコ

ミュニティビジネス※49 の育成・支援 

３ 市民の間に市民自治の機運が盛り上がり、多くの担い手が育つよう、啓発や人材育成事業を

行います 

○ まちづくりフォーラムなど、市民自治※20 に関する啓発事業の実施、情報発信 

○ まちづくりを担う人材育成事業の実施 

市民力の発揮（市民・企業・NPO など） 

・地域の様々な主体の連携に努め、まちづくりのためのネットワークを構築します 

・自治会に加入し、活動の活性化に努めます 

・まちづくり協議会の活動の活性化に努めます 

・一人ひとりがまちづくりの主役であることを意識し、地域ごとのまちづくり計画を進めます 

・市民同士の学び合いを進めます 
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指標名          単位  現状値(Ｈ２２) 目標値(Ｈ２７) 指標方向

自治会などによる議決機関のある 協議会      ８      ２０      

まちづくり協議会数 
↗

参考；地域自治組織
①行政の組織認定 
②コンセンサス小学校区
③横断的組織 
④地域の合意形成確立
⑤地域課題の解決 
⑥まちづくり計画策定
⑦権限移譲 
⑧財源・補助金の交付

P34 

P66 

P67 

P66 

P67 

◆ 市 民 自 治 ※20 P66 「
第
５
次
宝
塚
市
総
合
計
画
」
の
頁 



※５ 地縁型の地域組織 

 市町村内の一定の区域に住所を有する者の地縁に基づいて形成された組織。自治会、まちづくり協議会などがこれにあたる。 

※17 まちづくり協議会 

平成 5 年（1993 年）から、市域を概ね小学校区を単位として分け、自治会を中核に、地域で活躍する団体やグループ

などあらゆる人たちとの連携を図りながらまちづくり活動を推進する組織。現在２０の協議会がある。 

※20 市民自治 

市民が自分たちのまちの課題について考え、決めて行動すること。地方自治の本旨である「住民自治」の概念に加え

て、市民力の強化をめざす。 
※47 補完性の原理 

 補完性の原理とは、「政策決定により影響を受ける市民、コミュニティなどのより近いレベルで行われるべき」という 

 原則。 

※48 コミュニティビジネス 
地域の人々が、地域に眠っている資源（労働力、原材料、技術力など）を活用して行う小規模ビジネスで、利益の追

求に加え地域課題の解決をめざすものである。住民が主体となり、地域の資源（人・モノ）を活用しながら、地域に

ある様々な課題を解決する地域密着型ビジネス。 
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P28 

P66 

P66 

P33 

市民と行政との協働

行財政運営 市民自治

行政の領域 市民の領域

新しい公共
の領域

＜市民自治とは＞
市民が自分たちのまちの課題について考え、決
めて、行動すること。地方自治の本旨である「住
民自治」の概念に加えて、市民力の強化を目指
していきます。

＜協働とは＞
市民や市民活動団体、事業者、学校、行政など異なる立場の主体が、共
通の目的や課題の達成に向けて、お互いの特性を理解しつつ、対等な立
場で連携・協力すること。

民－民の協働

適正な行財政運営 市民力の強化

◆「新しい公共」の領域の拡充 P30 

P7 
「
第
５
次
宝
塚
市
総
合
計
画
」
の
頁 

基 本 計 画 

実 施 計 画 

基 本 構 想 

計画期間：平成２３～２７年度 
      (前期基本計画) 

計画期間：３年間の計画で、 
     毎年見直し 

計画期間：平成２３～ 
          ３２年度 

地
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

基礎資料 
として反映 

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
進
行
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」 

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
実
施
（
協
議
・
要
望
）
書
」 

仕組み

実施計画は、基本計画に基づき、事業の具体的な内容を決める。 

計画期間は３年間とし、毎年ローリング方式により見直す。 

P4 ◆ 計 画 の 構 成  
（
一
部
改
編
）



「新しい公共」とは 

「新しい公共」とは、「行政が担う領域」と「市民が担う領域」との間にある、公共ある

いは公共的な課題群の領域です。これまで「公共」は行政が担うもの、というイメージが

ありましたが、行政による画一的な手法では多様なニーズに応えることができませんし、

行財政の制約もあります。他方、市民活動の成熟や社会貢献の意欲を持つ事業所の増加に

伴い、地縁団体やＮＰＯ、事業者ら民間の力で公共的な課題の解決に取り組む事例が増え

てきました。たとえば、景観保全や住民主体のコミュニティバス運行などは、その一例です。

何が「新しい公共」にあたるのか、あるいはその課題について市民と行政がどのように

役割分担をすればいいのかは、一律に定義することはできません。市民の力が強化され、

行政がそれに呼応し、財源面も含めた対応を行うことで、新しい公共は自然と膨らんでい

きます。この過程こそが「市民と行政との協働」です。どのように協働を進めるかについ

ては、今後策定する本市版の「協働の指針」で定めていきます。 

協
働
課
題 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

◆ 議 決 機 関 ； 意思決定、実施機関の機能化 
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◆ 地 域 自 治 の 構 図 

P29 

 宝塚市        市議会 市民選挙 一般：傍 聴      報 酬 市域 

 校区まちづくり協議会 役員会 代議員制 一般：議決不可、提案可 無報酬 小学校区

従 来

「縦割り」が市民団体の 

連帯感を阻害してきた。

宝 塚 市 

行 政 の 横 断 的 組 織 化 

権限移譲・規制緩和

今 後

一 括 交 付 金 

上 記 組 織 の 事 業 

≪校区(地域)自治会連絡協議会を中核≫

校 区 ま ち づ く り 協 議 会 

（校区各種団体の横断的組織）

◎ 地域への確実な情報伝達による合意形成 

◎ 地域合意に基づく組織(議決・執行)機関 

地域自治を担う組織

市

民

力

地

域

力

国（各省庁） 

都道府県 

基礎自治体（市町村） 

担

当

課 

自

治

会 

老

人

会 

子

ど

も

会

各

種

団

体

Ｎ

Ｐ

Ｏ

担

当

課 

担

当

課

担

当

課

担

当

課

平
成
22
年
度
宝
塚
市
自
治
会
連
合
会

理
事
研
修
会
資
料
（
一
部
改
編
） 

「
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次
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塚
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総
合
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画
」
の
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※ 参考；宝塚市発行「コミュニティの創造と発展」



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域のまちづくり協議会のイメージ図 

≪宝塚市発行「コミュニティの創造と発展」より≫

宝塚市まちづくり協議会の組織について 

(2) 両輪 ＝ 自治会とまちづくり協議会の連携・役割分担

(1) 中核 ＝ 自治会はまちづくり協議会の中核 

生駒市校区市民自治協議会

自治会と各種団体との協働 

タテ＋ヨコ＝総合的なまちづくり組織

生駒市人口＝120,334 人、 世帯数＝47,063 世帯

老人クラブ

民生児童委員

青年協議会 

ＰＴＡ

ＮＰＯ・ボラ
ンティア団体

≪参考：生駒市自治連合会ホームページより≫

障害者団体

警察・消防

自治会 

社会福祉協議会 

自治会

地域 

社会福祉協議会

老人会 
婦人会 ＰＴＡ

まちづくり 
協議会 

市民防災会 

医生丘まちづくり協議会 

≪参考：総合研究開発機構「地域経営とコミュニティの再編」より≫ 

改正

〔新たな包括的地域経営体〕

まちづくり 
協議会 

社 会 福 祉
協 議 会 

自 治 会

部会 部会 部会 部会 部会 部会 部会 部会

● 地域団体等は、その活動に応じて各部会に参加。
地域総括補助金の導入により相互理解、協力関係へ

コミュニティ・コミット(住民参加型まちづくり組織)の牽引

地区別計画 

役 員 会 

地域広報 
学習・研修 

地域まつり 
交流事業 

文化活動 

人権啓発 

活動 

防災・防犯 

安全活動 
生涯学習 

活動 

環境美化

活動 

健康・ 

スポーツ

活動

青少年 

育成活動 
地域の 

福祉活動 

市民 

青少年補導委員

各種ボランティア 

ＰＴＡ 
女性団体 

子ども会

民
生
・ 

児
童
委
員

自
治
会 

各
種
活
動
団
体

・
グ
ル
ー
プ 

老
人
会

市民

市民

市民

市民

市民

市民 

市民 

市民 

市民 

市民 

平成２３年１０月１日作成

≪宝塚市まちづくり協議会補助金交付要綱≫ 

(定義) 第３条 (1) まちづくり協議会 

地域社会における自治意識と連帯感を醸成し、

地域課題の解決に向けた事業を行うことを目的

に、概ね小学校区を範囲に、地域の公共的団体

及び地域で活動する団体の代表者並びに地域住

民により主体的に組織化された団体をいう。 
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資料Ⅱ 

副
会
長

会
計

副
会
長豊橋市自治連合会  

小・中ＰＴＡ委員 

民生児童委員 

組 長 

老人会役員 

環 境 委 員  

防 犯 委 員  

消 防 団 員  

監事

豊橋市自治連合会 
校区自治会 

(５１地区) 

町 自 治 会

(４４３町)

豊橋市人口＝381,631 人 
世帯数＝150,202 世帯 

会
長

宝塚市人口＝226,164 人  ２４校区     ２１０ 
          92,395 世帯       （連合会未加入６６）

≪参考：豊橋市自治連合会ホームページより≫ 

≪豊橋市から地域コミュニティの 
活性化へ「地域づくり活動交付金」

が校区自治会へ交付される≫ 

《
住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
地
域
に
お
け
る

様
々
な
問
題
解
決
に
取
り
組
む
―

地
域
住
民
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
》
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(1) ゆずり葉だより　秋・第６１号 平成２２年１０月１日

秋 第 6１号

 編集・発行／ゆずり葉コミュニティ　事務局・広報         ＜発行部数＞ 4,500 部 

 ＜住  　所＞　〒665―0024　宝塚市逆瀬台 6丁目１番１号  宝塚市立逆瀬台小学校内
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小
学
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地
域
力
・
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治
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力
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拡
充
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次
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画
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市
民
自
治
に
向
け
て

第
５
次
宝
塚
市
総
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計
画
の
市
民
自
治
に
向
け
て

(

宝
塚
市
自
治
会
連
合
会
加
盟
自
治
会)

逆
瀬
台
小
学
校
区
自
治
会
協
議
会

縦割り行政、市民活動
団体・事業者・学校等

スポーツクラブ２１ゆずり葉
老人会、子ども会　他
民生委員・児童委員
逆瀬台小学校ＰＴＡ
光ガ丘中学校ＰＴＡ
青少年育成市民会議
青少年補導委員
人権啓発推進委員会
ＮＰＯ、各種活動団体・グループ
マンション市民活動グループ

逆瀬台小学校
光ガ丘中学校
宝塚高等学校
宝塚西高等学校
逆瀬台郵便局
社会福祉協議会逆瀬台地区センター

せいれい逆瀬台デイサービスセンター

宝塚エデンの園
宝塚栄光園
商店街アヴェルデ・逆瀬台Ｍ・逆瀬台センター

 

 

連携
 ・
協働

 

 

連携
 ・
協働

＊＊＊ 組 織 の 一 元 化 と 機 能 化 ＊＊＊

役　
　

員　
　

会

会　
　
　

長

連合会未加入 (見做し自治会）

自 　治　 会 　７

マンション管理組合７

戸　建　＝　６
マンション＝１[

事　

務　

局　

長

活　

動　

局　

委　

員

活　

動　

局　

長

会 計 監 査 広報

書記

経理

施設

（　

活
　

動
　

者
　

登
　

録
　

届　

）

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

＆

活

動

団

体

事　

務　

局　

委　

員

宝

塚

市

自

治

会

連

合

会

校
区(

地
域)

自
治
会
連
絡
協
議
会

地
区
自
治
会
連
合
会(

第
一
～
第
七
地
区)

白瀬川両岸集合住宅協議会

＊　 ＝代表権

＊ 役員会：戸数による基準制度
＊ 活動者登録届＝地域の人材バンク

＊ 賛否：議決点数制度

逆瀬台小学校区まちづくり協議会「ゆずり葉コミュニティ」組織図

　

宝
塚
市
自
治
会
連

合
会
は
、
平
成
22
年

度
の
『
新
自
治
会
長

研
修
会
』
と
『
定
例

総
合
研
修
会
』
を
６

月
24
日
に
開
催
し
た
。自治会長の研修会

　

ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
、
西
脇
市

日
野
地
区
人
権
教
育

協
議
会
・
自
治
会
・

地
区
住
民
の
来
訪
を

受
け
、
研
修
会
を
７

月
17
日
に
開
催
し
た
。 西脇市との研修会

日
時

：

10
月
23
日(

土
）　

　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

１
ス
テ
ッ
プ
＝
組
織
構
成
発
足
、
情
報
紙
、
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト

２
ス
テ
ッ
プ
＝
環
境
・
美
化
活
動
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
、

　
　
　
　
　
　

子
ど
も
達
の
地
域
育
成
、
地
域
福
祉
活

　
　
　
　
　
　

動
等
多
様
な
視
点

　
　
　
　
　
　

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
生
活
課
題

　
　
　
　
　
　

 

へ
の
日
常
的
取
り
組
み
）

３
ス
テ
ッ
プ
＝
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
自
治

　

『
校
区(

地
域)

自
治
会
連
絡
協
議
会
』
は
、
平
成
18

年
度
に
採
択
さ
れ
、
第
５
次
総
合
計
画
の
『
市
民
自
治
』

『
地
域
自
治
』
の
実
現
へ
、
校
区(

地
域)

内
自
治
会
の

組
織
化
に
よ
っ
て
地
域
力
・
自
治
会
力
の
拡
充
を
図
る
。

　

校
区
の
合
意
形
成
過
程
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
、
平
成

22
年
度
の
連
合
会
自
治
会
長
研
修
会
で
総
括
さ
れ
た
。

30
年
間
の
イ
メ
ー
ジ
）
』
に
つ
い
て
、
行
政
か
ら
権
限
と
財
源
を
年
間
２
～

３
億
円
程
度
が
移
譲
さ
れ
、
生
活
道
路
補
修
、
公
園
の
管
理
運
営
、
公
民
館

事
業
等
や
独
自
企
画
に
よ
る
事
業
を
行
う
と
言
う
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

ビ
ジ
ョ
ン
が
描
か
れ
て
い
た
。
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
進
め
な
が
ら
、
権
限
と

財
源
を
地
域
に
シ
フ
ト
す
る
地
域
自
治
の
具
体
的
な
方
向
性
が
あ
っ
た
。

　

平
成
11
年
３
月
小
寺
群
馬
県
知
事
は
、
小
学
校
を
住

民
の
「
自
治
区
」
と
し
て
３
億
円
の
財
源
移
譲
を
私
案

提
示
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、『
宝
塚
市
民
の
新
し
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
』
の
冊
子
の
中
で
『
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
20
～

　

平
成
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

第
５
次
宝
塚
市
総
合
計
画
は
、
現
在

市
議
会
で
審
議
さ
れ
て
お
り
、
12
月

ま
で
に
議
決
さ
れ
る
。
10
年
後
の
宝

塚
市
を
ど
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
か
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
や
る
べ
き

こ
と
を
示
す
中
長

期
計
画
で
あ
る
。

　

総
合
計
画
の
策

定
経
過
は
、
平
成

20
年
度
で
市
民
意

識
調
査
、
各
種
団

体
ア
ン
ケ
ー
ト
、

基
礎
資
料
の
収
集

・
分
析
な
ど
を
行

っ
て
お
り
、
ま
た

『
地
域
ご
と
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
』

（
２
面
参
照
）
が

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

　

平
成
21
・
22
年
度
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
、
自
治
会
な
ど
が

構
成
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
な
っ
て

市
民
会
議
や
審
議
会
で
計
画
案
を

ま
と
め
あ
げ
た
。
こ
れ
か
ら
の

『
地
域
主
権
の
時
代
』
に
向
け
て
、

市
民
自
治
の
実
現
は
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
、
自
治
会
に
よ
る
『
地

域
自
治
』
を
確
立
さ
せ
る
と
と

も
に
、
市
民
活
動
団
体
、
事
業
者
、

学
校
な
ど
が
広
域
的
に
行
う
活
動

を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
平
成
20

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
の
『
ゆ
ず

り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
則
』
を
基

本
と
し
た
組
織
体
制
を
活
性
化
さ

せ
、
『
合
意
形
成
の
確
立
』
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
ゆ
ず
り
葉
ま
つ
り
」
の
開
催

「
ゆ
ず
り
葉
ま
つ
り
」
の
開
催

 

子
供
た
ち
を
中
心
に
、
盛
大
に
秋
祭
り
を
開
催
し
ま
す
!!

　
　

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
!!
雨
天
決
行

主
催

：

逆
瀬
台
小
学
校

　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
ず
り
は
会

場
所

：

逆
瀬
台
小
学
校

　
　
　
　

運
動
場
お
よ
び
体
育
館

内
容

：

お
み
こ
し
、
ダ
ン
ス
、

　

ラ
イ
ブ
、
和
太
鼓
、
紙
芝
居
。

　

各
種
ゲ
ー
ム
。
も
ち
つ
き
、
綿

　

菓
子
の
実
演
販
売
。

　

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
の
セ
ッ
ト
、
ベ

　

ー
グ
ル
、
た
こ
せ
ん
、
お
に
ぎ

　

り
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
飲
料

　

の
チ
ケ
ッ
ト
制
に
よ
る
販
売
。

　

岡
山
県
津
山
の
無
農
薬
野
菜
・

　

果
物
・
黒
豆
の
現
金
販
売
、
等

宝
塚
市
自
治
会
連
合
会
の
内
部
組
織

宝
塚
市
自
治
会
連
合
会
の
内
部
組
織

 

『
校
区(

地
域)

自
治
会
連
絡
協
議
会

治
会
連
絡
協
議
会
』

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

の
強
化
発
展
が
重
要
と
な
る

の
強
化
発
展
が
重
要
と
な
る

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

　
　
　

　
　
　
　

３
段
階
に
よ
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

３
段
階
に
よ
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

小
学
校
区
を
住
民
の
自
治
区
に

小
学
校
区
を
住
民
の
自
治
区
に

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
円
の
財
源
移

３
億
円
の
財
源
移
譲

ゆずり葉
まつり
2010

恒例参
議
院
選
挙
投
票
率
向
上
に
ド
ア
to
ド
ア

　
　
　
　

の 

「
巡
回
バ
ス
」 

往
復
路
を
運
行

　

逆
瀬
台
小
学
校
区
の
高
齢
化
率

は
、
宝
塚
市
内
で
断
ト
ツ
の
35
％

を
超
え
最
高
位
に
あ
り
、
か
つ
高

低
差
の
激
し
い
高
台
住
宅
街
の
住

民
に
、
投
票
所
ま
で
の
道
の
り
は

大
変
困
難
で
あ
る
。

　

７
月
11
日
、
白
瀬
川
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
、
国
の
助
成
を
受
け
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
組
合
と
自
治
会
が
協
賛

金
の
負
担
を
し
て
巡
回
バ
ス
を
運

行
し
た
。
昼
前
か
ら
土
砂
降
り
と

な
っ
た
雨
の
中
、
朝
９
時
か
ら
夕

方
５
時
ま
で
、
17
往
復
し
た
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
群
の
６
箇
所
で
、

乗
降
場
の
目
印
に
、
の
ぼ
り
を
立

て
ベ
ス
ト
姿
の
世
話
役
が
案
内
を

し
た
。
前
回
ま
で
の
別
の
投
票
所

は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
い
２
階

に
な
っ
て
い
た
が
、
高
齢
化
が
進

み
、
今
回
か
ら
新
し
い
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
投
票
所
に
変
更
さ
れ
た
。

添付参考資料　１／５頁
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①　　　　　　　　②　　　　　　　　　 ③　　　　　　　　　　　 ④
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完了　未完了　終了　継続　実施施策　不要施策　短期　中期　長期

  1　行政　ゆずり葉緑地からドングリふれあいの森 ・ ヤマボウシふれあいの森、 ガケ崩壊防止工事跡 ( 緑と花づくりエリア ) を
　　　　　　　　　ネットワークする散策路を整備する。

   ２　  行政　　散策路の東南側の入口となる若瀬橋一帯を魅力ある空間とし、 青葉台からの入口である白瀬上配水池のフェンス
　　　　　　　　   を移設し、 区画道路からスム－ズにアクセスできるようにする。

　 ３　  行政　　裏山ハイキングコースの一つである行者山の前山無名峰に住民募集によるネーミングを行い、 国土地理院の地形
                     図に記載出来るようにする。

   ４　　協働     併せて健康づくりの活性化にむけてピーク （山のいただき） に 「登山記録箱」 を設置する。 また、 コースにある
                     宝塚市２１世紀ヤマボウシ記念植樹祭の 「記念モニュメント標識」 を設置する。

　 ５　　行政　　住民の健康づくりに活用している裏山のハイキングルートを封止している県道大沢西宮線ガードレールに開口部を
　　　　　　　　　 設ける。

　 ６　　行政　　西宮市に抜ける県道明石神戸宝塚線に散策路としての歩道を新設し、 国立公園 ・ 樫が峰、 甲山森林公園、 ゆ
　　　　　　　　　 ずり葉散策路から行者山へのアクセスを強化し、 阪急仁川駅より阪急宝塚駅に至る宝塚市西部ハイキングコース
　　　　　　　　　 の整備を行う。

 　７　　行政　　ゆずり葉台分岐点から盤滝口交差点までのかっての歩行道路の復元を図る。

 　８　　行政　　ゆずり葉緑地の恵まれた自然の中でリクレーションをもっと市民が楽しむために広域から人々の集まる場所であり、
　　　　　　　　　 違法駐車解消のための駐車場の充実や北部地帯にトイレの新設をする。

　 ９　　協働　　ゆずり葉緑地の恵まれた自然の中でリクレーションをもっと市民が楽しむために広域から人々の集まる場所であり、
　　　　　　　　　 ゴミ対策の美化看板の設置を行う。

  １０　 行政　　逆瀬川マンション北側から逆瀬台住宅に沿う白瀬川両岸に散策路と護岸のモルタルを一定の間隔で露地を穿って
　　　　　　　　　 植樹と花木 ・ 花草を植栽してアメニティロードとしていく。

  １１　 協働　  集合住宅内の市立公園と市設緑地の花壇植栽は、 園芸愛好者サークルに開放し花壇を整備して市民の憩いの場
　　　　　　　　　 とする。

  １２　 協働　  「コミュニティの部会」 「グリーン逆瀬台」 「花と緑の会」 「青葉会」 などの活動を中心に、 地域住民がお互いに声
　　　　　　　　　 を掛け合い、 助け合って地域内公園、 公共用地の樹木や花の補植、 清掃等の居住環境の保全 ・ 育成や山の
　　　　　　　　　 自然や散策路の維持管理、 及び健康と美化を兼ねた散策活動の活性化に努める。

  １３　 行政　　深谷貯水池を周囲に桜木を植樹して花見の名所にするとともに、 水にふれあえる公園として有効活用できるように
　　　　　　　　　 する。

  １４　 行政　　宝塚ゴルフ場の農薬散布に係る情報を定例的に行うよう要望する。

  １５　 行政　　逆瀬台１丁目の市有地 ( ガソリンスタンド横の空き地 ) に、 児童～高齢者までがふれあえる交流施設 ( 児童館、
　　　　　　　　　 図書館、 老人憩いの家、 集会所、 体育室、 クッキングルーム、 健康器具の設置した部屋等の機能を備えた複
　　　　　　　　　 合施設 ) または、 子ども達がのびのびと遊べる広場の整備を検討する。

  １６　 行政　　小学校 ・ 中学校 ・ 高校の体育館や運動場 ・ 空教室、 各集合住宅の集会所･体育施設を一定条件の下に地域住
　　　　　　　　　 民に開放し、 スポーツ活動 ・ コミュニティ活動の活性化を図る。

  １７　 協働　　地域のコミュニティ活動の中心となる、 「ゆずり葉コミュニティルーム」 を更に一層有効活用するため、 周辺の環境
　　　　　　　　　 条件の充実、 例えば必要最低限の駐車場新設や出入り口等の整備を行う。

  １８　 行政　　併せて、 参加者おさそい相乗り運動の実施や福祉タクシー乗り合い制度、 ミニバス (100 円バス ) の導入を検討し
　　　　　　　　　 ていく。

  １９　 協働　　自治会館の管理運営権の自治会への委譲を機に自治会館を地域住民のふれあいサロンとして活用して行く。

  ２０　 市民　　地域の有志に、 街かどふれあいスペース ( 蔵書の公開、 オープンガーデン、 趣味の品作品展など ) を提供して
　　　　　　　　　 もらい、 地域住民間のふれあい ・ 交流を活発にする。

  ２１　 協働　　独居老人の意向をふまえながら、 病弱、 持病がある人や障害がある人達の希望をまとめ、 緊急通報システムや
　　　　　　　　　 買い物の手伝いなどの具体的な見守り運動を民生委員と連携して構築･展開する。

  ２２　 協働　　空巣、 痴漢、 いたずら電話が多発していることから、 防犯対策として、 交番と警ら箱、 警察官立寄り所の設置を
　　　　　　　　　 要望するとともに防犯パトロールを強化する。 児童の防犯に対しては、 アトム 110 番の周知に努める。

  ２３　 行政　　県道明石神戸宝塚線の一部 ( 西山住宅前 ) には歩道がなく、 大変危険な区間がある。 この区間の歩道整備を推
　　　　　　　　　 進する。　 

  ２４　 行政　　県道明石神戸宝塚線に沿ってマンション群があり、 車の騒音が大きく、 速度制限や看板の設置、 警察官の配置
　　　　　　　　　 などの騒音対策を行う。　

  ２５　 協働　　逆瀬台の住宅地内にあるバス通りは、 周辺地域からの車の通り抜けが多く危険である。 警察と連携のもと、 スピ
 　　　　　　　　　ード制限を遵守するよう安全対策、 騒音防止活動を行う。

  ２６　 協働　  逆瀬台１丁目の若瀬橋付近は、 ３道路が交差し、 住宅街で見通しが悪い上に県道明石神戸宝塚線に通り抜けす
　　　　　　　　　 る車が非常に多いため、 通学時は大変危険である。 保護者の立ち番の他、 警察官の交通整理など児童の安全
　　　　　　　　　 対策を推進する。

  ２７　 行政　　青葉台のⒶ蔵人台共同墓地及びⒷ市営西山霊園に、 墓参のための駐車場の新設を行う。

  ２８　 行政　　瀬台５丁目から共同墓地横を通り南口 ・ 逆瀬川方面への道路において、 道路中央の部分が高くなっており、 現
　　　　　　　　　 在の停止ラインで止まっても逆瀬台方面から来る車は見えないので大変危険につき安全対策を行う。　

  ２９　 協働　　路上駐車は、 車椅子の障害となり、 また見通しも悪くなるので、 取り締まりを強化するよう警察署へ要望すると共
　　　　　　　　　 に、 地域独自でのパトロール等に取り組む。

  ３０　 行政　　阪急バス ・ 逆瀬台センター行きの路線でバス停の間隔が長く、 高齢者の行動圏拡大のためにも、 逆瀬台１丁目
　　　　　　　　　 と逆瀬台５丁目の中間地点に新しいバス停の設置を要望する。

  ３１　 行政　　阪急バス ・ 光ガ丘行きの路線で運行時間が、 現在午後９時台で終了しているので 10 時半頃までの運行を要望す
　　　　　　　　　 る。

  ３２　 行政　　県道明石神戸宝塚線は、 荒地西山線が開通すると交通量がますます増大する。 このため、 白瀬川西詰から諭鶴
　　　　　　　　　 羽橋北詰までの区間で、 以下の４点について検討及び事業化を推進する。

  ３３　 行政　　Ⓐ３車線にして、 右左折レーンの完全整備を行うこと。

  ３４　 行政　　Ⓑ南側沿いに幅広いグリーンカラーの歩道を設置すること。

  ３５　 行政　　Ⓒその歩道区域は、 常緑高木の緑地化とその樹間はベンチ等を置いて憩いの場とすること。

  ３６　 行政　　Ⓓ現在２カ所あるバス停に充分なポケットを設置すること。

  ３７　 協働　　コミュニティ西側に広がる里山は宝塚市全体の貴重な自然であり、 健康づくり活動とも連携しつつ、 ボランタリー
　　　　　　　　　 な管理活動の推進を図る。

  ３８　 行政　　県道明石神戸宝塚線やバス通りの沿道は、 街並みの統一 ・ 街路樹の統一 ・ 瀟洒なデザインの街路燈設置、 歩
　　　　　　　　　 道の美装化など安全で快適な道路空間づくりに努める。

  ３９　 行政　　緑化の創出事業として、 逆瀬台６丁目バスセンターから５丁目２２番地までの左右に高いよう壁のある通りの街路樹
　　　　　　　　　 を統一した樹木 （楠木、 りんごの木等） に植替え、 大きく繁茂させる。

  ４０　 行政　　逆瀬台１丁目から白瀬橋を渡った４丁目公園の正面入口付近は、 夜間暗く通行が危険であるし、 防犯上も問題が
　　　　　　　　　 ある。 まちの入口にふさわしい瀟洒なデザインの街路燈を設置する。

  ４１　 協働　　県道明石神戸宝塚線に沿う宝塚ゴルフ場の鉄柵フェンス ・ コンクリートポール ・ ネットはまちの景観を大きく損ねて
　　　　　　　　　 いるため、 ゴルフコースの設計を見直すなどしてこれらの撤去検討を要望していく。

  ４２　 市民　　小学校、 中学校の教育のなかで地域の魅力や問題点の発見学習を行い、 まちづくりに対する意識や地域への愛
　　　　　　　　　 着を育む。

  ４３　 市民　　大人から積極的に子ども達に声をかける｢あいさつ運動｣を実施する。

  ４４　 市民　　地域で活動している各種団体の交流会、 情報交換のためのイベント等を開催する。

  ４５　 市民　　地域内の様々な才能をもった住民に参加を呼びかけ、 仮称 「文化･技能祭」 を開催し、 音楽会や住民持ち寄り
　　　　　　　　　 の作品展示 ・ 観賞等を通じ地域文化の発揚と交流を定着する。

  ４６　 市民　　また、 これらの方々を｢人材バンク｣として登録し、 いざというときに活躍していただけるシステムをつくる。

  ４７　 市民　　地域住民を対象としたまちづくり学習、 講演会の開催、 県 ・ 市などが主催するまちづくり研修会への派遣 ・ 参加
　　　　　　　　　 を積極的に行う。 また、 他コミュニティや他自治体のまちづくり協議会と交流を行い、 学習する。

  ４８　 市民　　ミミズクポスト、 ゆずり葉だより、 ホームページの充実に努め、 双方向の意見交換ができるシステムを検討する。

　４９ 　協働　　 「白瀬川の自然を育てる会」 を発足させて、 白瀬川の自然豊かでホタル鑑賞、 自然観察などの住民が楽しめる
　　　　　　　　　 環境に変貌させ、 住民の交流の場づくりを目指す。　

(2)ゆずり葉だより　秋・第６１号平成２２年１０月 1 日

*** まちづくり計画を見直しました ***
≪前回の見直しから一年余が経過≫ 短期：：平成２２年度までに実施　中期：：平成２７

年度までに実施　 長期：：平成３２年度までに実施
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施策
番号

宝塚市へ７月３０日付で提出しました

施　　　　　　策　　　　　　内　　　　　　容主体

備考：施策番号の２３，３０，３１，３９，４０番は、紙面の都合から内容を要約しています。
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≪

作
り
方
は
２
面
に
つ
づ
く

≪

光
ガ
丘
自
治
会
長　

徳

高

宗

雄
　

当
地
区
は
、
裏
山
を
背
景
に
自
然
豊
か
な
閑
静

な
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
宝
塚

市
一
番
の
高
齢
化
率
35
％
超
え
と
な
り
、
高
齢
者

福
祉
の
対
策
が
最
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
福

祉
事
業
と
し
て
逆
瀬
台
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

宝
塚
エ
デ
ン
の
園
、
宝
塚
栄
光
園
、
社
協
逆
瀬
台

地
区
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
地
域
住
民
に
よ
り
起
業

化
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り
が
あ
り
、
地
域
課

題
の
解
決
に
は
、
住
民
主
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
起

業
化
が
重
要
。
最
近
は
当
地
域
の
超
高
齢
化
を
見

越
し
介
護
タ
ク
シ
ー
・
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
新
し
い
株
式
会
社
が
誕
生
し
て
い
る
。

　

私
は
機
会
が
あ
る
度
に
子
供
達
に
向
か
っ
て

「
勉
強
す
れ
ば
幸
せ
に
な
れ
る
よ
。
」
と
言
い
ま
す
。

自
分
の
子
や
孫
に
は
勿
論
の
こ
と
近
隣
の
子
供
達

に
も
そ
う
し
た
声
を
か
け
ま
す
。

　

勉
強
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
勉
強

が
あ
り
ま
す
。
算
盤
の
技
能
を
高
め
る
の
も
、
漢

字
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
の
も
、
読
書
を
重
ね

読
解
力
を
つ
け
る
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
大
切
な
学
習

で
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
子
供
達
の
学
習
能
力
を

活
性
化
さ
せ
、
学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
ま
す
。

　

あ
る
少
女
は
算
盤
塾
で
学
び
、
小
学
校
５
年
生

で
暗
算
八
段
の
段
位
を
と
り
ま
し
た
。
難
し
い
特

殊
算
法
「
旅
人
算
」
「
植
木
算
」
「
鶴
亀
算
」
な
ど

の
原
理
を
自
分
で
考
え
見
つ
け
出
す
能
力
を
発
揮

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
学
習
に

精
通
す
る
こ
と
で
、
学
習
の
範
囲
を
広
げ
、
学
習

へ
の
意
欲
を
燃
や
し
ま
す
。
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
に

ま
で
広
げ
、
高
度
な
体
操
の
技
を
習
得
し
よ
う
と

さ
え
し
ま
す
。
そ
う
し
た
学
習
を
重
ね
る
と
様
々

な
資
格
習
得
と
結
び
つ
き
ま
す
よ
。
と
な
れ
ば
世

の
中
の
様
々
な
分
野
で
、
人
の
為
に
尽
く
す
機
会

を
多
く
持
て
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
学
習
を
し
よ
う

と
す
る
情
況
を
損
な
う
こ
と
が
あ
る
の
が
、
今
の

一
つ
の
社
会
情
況
で
す
。　

「
い
じ
め
」
に
よ
り
生

き
る
意
欲
を
失
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
、
虐
待
に

よ
っ
て
心
身
が
傷
つ
い
た
り
、
時
に
は
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
お
だ
や
か
に
学
習

に
打
ち
込
む
こ
と
が
難
し
い
情
況
が
生
じ
る
心
配

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
大
人
の
出
番
が
来
ま
す
。

自
分
と
同
じ
地
区
に
住
む
子
供
達
を
周
り
の
大
人

が
暖
か
く
見
守
り
、
登
下
校
に
付
き
添
っ
た
り
す

る
こ
と
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
は
、
無
料
の

寺
小
屋
活
動
を
展
開
し
、
子
供
達
の
学
習
の
手
助

け
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
心
の
底
か
ら
思
い
ま
す
。

　

如
何
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
地
域
活
動
を
展

開
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

平
成
22
年
８
月
、
宝
塚
市
か
ら
逆
瀬
台
１
丁
目
県

道
沿
い
の
市
有
地
に
、
賃
貸
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
の
新

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
は
家

庭
、
学
校
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
た
体
制
づ

　

ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
掲
げ
る
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
目
標
は
「
自
然
を
活
か
し
た
健
康
長
寿
の

ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
、
高
齢
者
が
何
時
ま
で
も

健
康
で
、
介
護
が
要
ら
な
い
暮
ら
し
を
目
標
に
、
活

動
を
活
性
化
し
て
い
る
。
健
康
づ
く
り
の
中
核
と

し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
ゆ
ず
り
葉
」
が
あ
る
。

　

22
年
11
月
に
実
施
し
た
宝
塚
市
社
会
福
祉
大
会

で
は
、「
無
縁
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
し

た
。
今
、
無
縁
が
無
援
を
生
み
出
す
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
無
縁
は
自
ら
縁
を
切
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
人
知
れ
ず
問
題
を
抱
え
な
が

ら
、
認
知
症
や
病
気
等
の
理
由
に
よ
り
縁
が
切
れ

て
し
ま
っ
た
り
、Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
会
社
や
家
族
以
外
の
新
た
な
縁
を
築
け
な
い

こ
と
に
よ
っ
て
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い

と
い
う
状
況
が
様
々
な
地
域
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
逆
瀬
台
地
域
で
は
最
近
「
人
と
人

と
が
つ
な
が
る
場
所
」
と
し
て
サ
ロ
ン
活
動
が
活

発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
４
か
所
だ
っ
た
サ
ロ

ン
は
、
現
在
８
ヵ
所
に
増
え
ま
し
た(

４
面
参
照
）
。

　

サ
ロ
ン
と
は
住
民
自
身
が
運
営
す
る
次
の
よ
う

な
活
動
で
す
。

　

①
誰
で
も
参
加
で
き
る
。

　

②
地
域
の
人
が
歩
い
て
行
け
る
身
近
な
場
所
で

　
　

開
催
さ
れ
る
。

　

③
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り
や
、
歌
、

　
　

体
操
、
手
芸
な
ど
を
楽
し
む
。

　

④
仲
間
作
り
、
情
報
交
換
の
場
。

く
り
と
子
ど
も
を
守
り
、

育
て
る
行
政
施
策
が
重

要
で
あ
る
。

　

毎
年
恒
例
の
子
ど
も

た
ち
を
中
心
に
し
た
、

秋
の
「
ゆ
ず
り
葉
ま
つ

り
」
は
、
６
月
か
ら
逆

瀬
台
小
学
校
ゆ
ず
り
は

会
、
学
校
、
地
域
社
会

が
一
同
に
会
し
、
熱
心

に
話
合
っ
て
準
備
し
、

開
催
さ
れ
る
。

　

宝
塚
市
民
環
境
大
学
で
学
ん
だ
者
達
が
、
環
境

に
貢
献
し
た
い
と
「
環
学
Ｏ
Ｂ
会
」
を
結
成
し
、

自
宅
か
ら
出
る
生
ご
み
で
堆
肥
を
作
り
、
焼
却
費

(

宝
塚
市
年
間
28
億
円)

や
二
酸
化
炭
素
の
削
減

を
目
指
し
、
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
「
ご
み
の
山

は
宝
の
山
」
と
「
宝
塚
」
を
組
合
せ
て
命
名
し
た

「
た
か
ら
堆
肥
」
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
園
芸
店
等
で
売
ら
れ
て
い
る

「
ピ
ー
ト
モ
ス
」
と
「
も
み
が
ら
く
ん
炭
」
を
段
ボ
ー

ル
に
入
れ
、
生
ご
み
を
混
ぜ
る
だ
け
で
す
。
温
度

を
10
度
以
上
に
保
つ
と
微
生
物
が
分
解
し
て
く
れ

て
、
３
ケ
月
ほ
ど
で
堆
肥
に
な
り
ま
す
。
こ
の
方

法
は
、
わ
ざ
わ
ざ
容
器
を
買
わ
な
く
て
も
段
ボ
ー

ル
を
利
用
し
て
手
軽
に
安
価
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で

も
出
来
、
臭
い
も
殆
ど
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
当

会
で
は
、
公
民
館
や
小
学
校
、
コ
ー
プ
な
ど
延
べ

60
回
以
上
の
出
前
講
座
を
行
い
、
草
の
根
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
是
非
、
挑
戦
し
て

み
て
下
さ
い
。 

（
投
稿：

逆
瀬
台
在
住
深
田
勝
通
）

設
提
案
が
あ
っ
た
。

６
０
０
坪
を
超
え
る

広
大
な
駐
車
場
は
、

不
特
定
多
数
の
た
ま

り
場
と
も
な
り
、
治

安
・
風
紀
上
の
問
題

な
ど
、
当
提
案
は
住

宅
街
で
問
題
点
が
多

い
。
コ
ン
ビ
ニ
案
を

留
保
し
て
、
当
会
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
に

あ
る
交
流
施
設
新
設

案
を
協
議
し
て
行
く
。

　

宝
塚
市
は
、
昭
和
46
年
度(

１
９
７
１
年
度)

か

ら
第
１
次
総
合
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
以
後
10
年

ご
と
に
、
総
合
計
画
を
策
定
し
、
豊
か
な
自
然
や
文

化
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変

化
し
、
こ
れ
か
ら
の
「
地
域
主
権
の
時
代
」
は
、
地

方
自
治
体
か
ら
校
区
住
民
組
織
に
対
し
、
権
限
と
財

源
の
移
譲
が
図
ら
れ
て
、
地
域
自
治
活
動
へ
と
進
展

し
て
行
く
。
第
５
次
総
合
計
画
は
、
宝
塚
市
の
ま
ち

づ
く
り
理
念
を
目
指
し
て
、
６
つ
の
基
本
目
標
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
目
標
で
逆
瀬
台
小
学
校
区
の

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
つ
い
て
検
証
し
ま
し
た
。

幸
せ
な
人
生
と
学
力

「
無
縁
死
ゼ
ロ
」
の
逆
瀬
台
地
域
づ
く
り
を

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
の
紹
介

６　

観
光
・
文
化
・
産
業

６　

観
光
・
文
化
・
産
業

４　

教
育
・
子
ど
も
・
人
権

４　

教
育
・
子
ど
も
・
人
権

３　

健
康
・
福

健
康
・
福
祉

５　

環　

境

５　

環　

境

２
面
に
つ
づ
く

２
面
に
つ
づ
く

平成２３年４月から始まる「第５次宝塚市総合計画」が決まりました平成２３年４月から始まる「第５次宝塚市総合計画」が決まりました

　

平
成
22
年
５
月
、
宝

塚
市
教
育
委
員
会
か
ら

地
域
に
対
し
、
適
正
規

模
に
よ
る
校
区
再
編
成

の
提
案
が
あ
っ
た
。
宝

塚
市
の
小
学
校
は
24
校

あ
る
が
、
特
に
生
徒
数

が
急
増
傾
向
に
あ
る
校

区
が
あ
り
、
緊
急
対
策

を
必
要
と
し
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
平
成
24
年

４
月
か
ら
再
編
し
た
い

と
言
う
話
し
で
あ
っ
た
。

該
当
校
区
の
合
意
形
成

や
問
題
点
の
先
延
ば
し

が
続
く
と
、
生
徒
や
地

域
に
大
変
不
幸
な
事
態

も
生
じ
る
。
校
区
問
題

を
早
く
解
決
し
、
住
み

良
い
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

１　

こ
れ
か
ら
の
都
市
経
営

１　

こ
れ
か
ら
の
都
市
経
営

２　

安
全
・
都
市
基
盤

２　

安
全
・
都
市
基
盤

裏山を背景に逆瀬台地区マンション群、逆瀬台小学校を展望する

「ゆずり葉コミュニ
ティルーム」で車椅
子の人たちも参加し
て介護研修を行う福
祉・介護をサポート
する『ＮＰＯ法人き
らり』の人たち

行政とコンビニ新設で話合う役員会

フレミラ祭りで市長に説明

秋の「ゆずり葉まつり」で話合うＰＴＣ

宝塚市で高齢者の集い、ふ
れあいサロンが始まって 10
年が経った。平成22年11月
９日(火 )、逆瀬台小学校区
の８か所のサロンが集まり
交流会を開催した。活動者
同士が、お互いに情報交換
を行ってサロンの活動に活
かせるヒントを身につけた。

売布小学校出前講座

平成２２年１０月３１日(日)、兵庫県
民会館で、「スポーツクラ２１ひょうご」
全県交流事業『全県クラブサミット』
が開催。宝塚市から２４のクラブを代
表して「スポーツクラブ２１ゆずり葉」
が出席した。　　【３面に関連記事】

添付参考資料　３／５頁



基　本　計　画

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
進
行
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

  

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
実
施
（
協
議
・
要
望
）
書
」

地
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

基礎資料
として反映

基　本　構　想

実　施　計　画

実施計画は、基本計画に基づき、事業の具体的な内容を決める。

仕組み

(2)ゆずり葉だより　新春・第６２号平成２3 年１月 1 日

＜

材
料

＜

　

・
段
ボ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 

40
ℓ
程
度
の
大
き
さ

　

・
ピ
ー
ト
モ
ス　
　
　

15
ℓ

　

・
も
み
が
ら
く
ん
炭　

10
ℓ

　

・
箱
を
覆
う
、
虫
除
け
用
の
布

＜

作
り
方＞

①
段
ボ
ー
ル
は
、
透
き
間
を
紙
テ
ー
プ
で
ふ
さ
ぎ

(

虫
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め)

底
は
二
重
に
す
る
。

②
ピ
ー
ト
モ
ス
・
も
み
が
ら
く
ん
炭
を
段
ボ
ー
ル

　

箱
に
入
れ
、
適
量
の
水
を
加
え
軽
く
混
ぜ
る
。

③
こ
れ
に
、
生
ご
み
を
入
れ
て
い
く
。
一
回
に
入

れ
る
量
は
５
０
０
ｇ
ま
で
が
良
い
。

④
梅
干
し
や
塩
分
の
多
い
も
の
、
又
は
貝
殻
な
ど

　

の
硬
い
物
は
避
け
る
。

⑤
虫
除
け
の
布
を
か
ぶ
せ
、
レ
ン
ガ
の
ブ
ロ
ッ
ク

　

な
ど
、
台
の
上
に
置
き
通
気
性
を
良
く
す
る
。

⑥
置
き
場
所
は
雨
の
当
た
ら
な
い
日
当
た
り
の
良

　

い
と
こ
ろ
。
室
内
で
も
良
い
。

⑦
３
ヶ
月
を
目
安
に
生
ご
み
を
加
え
る
の
を
や
め
、

　

そ
の
後
２
～
３
週
間
熟
成
さ
せ
た
後
、
堆
肥
と

　

し
て
使
う
。

≪

重
要
管
理
ポ
イ
ン
ト≫

　

・
温
度
は
10
度
以
上　

　

・
水
分
は
約
60
％
程
度

　

・
生
ご
み
は
１
㎝
程
度
に
細
か
く
し
て
入
れ
る
。

　

・
よ
く
か
き
混
ぜ
て
空
気
を
入
れ
る
。

　

・
箱
を
布
等
で
覆
い
虫
の
侵
入
を
完
全
に
防
ぐ
。

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
の
作
り
方

１
面
に
関
連
記
事

コ
ン
ポ
ス
ト
の
説
明

売
布
小
学
校
廊
下
の
コ
ン
ポ
ス
ト

コ
ー
プ
神
戸
の
出
前
講
座

生
ゴ
ミ
を
入
れ
て
い
る
様
子

１
面
か
ら
つ
づ
く

１
面
か
ら
つ
づ
く

　

22
年
11
月
、
サ
ロ

ン
活
動
者
の
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
来
て
ほ

し
い
人
に
来
て
も
ら

え
な
い
」「
活
動
の
後

継
者
が
い
な
い
」「
自

治
会
館
や
集
会
所
ま

で
坂
が
多
く
、
遠
い

の
で
参
加
で
き
な
い
」

と
い
う
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
サ
ロ
ン
を
通
じ
て
「
知
り
合
い
が
増
え
た
」

「
一
人
暮
ら
し
の
方
の
生
活
の
様
子
が
分
か
り

見
守
り
が
で
き
た
」「
地
域
の
役
員
と
し
て
サ

ロ
ン
の
お
手
伝
い
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

人
と
知
り
合
う
ご
近
所
づ
き
あ
い
の
一
環
と

し
て
自
分
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

付
い
た
」
と
い
う
感
想
な
ど
も
寄
せ
ら
れ
、

サ
ロ
ン
等
の
集
う
場
が
「
人
と
人
が
繋
が
る

場
」「
支
え
あ
う
場
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
社
協
」
）
や

逆
瀬
川
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
包

括
」
）
で
は
、
公
的
な
支
援
に
加
え
、
住
民
同
士

の
「
繋
が
り
の
場
」「
支
え
合
い
の
場
」
を
通
じ

て
、
ご
近
所
で
の
新
た
な
縁
・
援
を
作
る
お

手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

社
協
・
包
括
で
は
本
紙
を
通
じ
て
、
地
域

内
の
課
題
を
継
続
的
に
発
信
し
て
い
く
と
と

も
に
下
記
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
社
協
で
は
、
サ
ロ
ン
等
の
集
い
の
場
づ
く

　

り
支
援
、
助
成
金
や
活
動
保
険
等
の
運
営

　

相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
地
域
内
の
課
題

　

か
ら
暮
ら
し
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に

　

つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
と
一
緒
に
考
え
る

　

機
会
を
作
り
ま
す
。

　
　

連
絡
先　

お
ば
や
し 

よ
り
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　
　

電
話 

74
ー
３
６
９
０

②
包
括
で
は
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と

　

し
て
、
介
護
保
険
制
度
の
手
続
き
や
生
活

　

上
で
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

　

ま
す
。
お
元
気
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た

　

め
に
、
介
護
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
お
元

　

気
講
座
）
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

　

座
等
も
開
催
し
ま
す
。

　
　

連
絡
先　

電
話 
76
ー
２
８
３
０

身
近
な
地
域
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

　
　

実
感
で
き
る
取
り
組
み
に
向
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　

社
協
と
包
括
の
支
援

３　

福
祉

　

宝
塚
市
第
２
地
区
自
治
会
連
合
会
の

単
位
自
治
会
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た

市
民
自
治
の
実
現
は
、
地
域
自
治

の
確
立
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

地
域
の
人
々
が
、
地
域
に
眠
っ
て

い
る
資
源
（
労
働
力
、
原
材
料
、

技
術
力
な
ど
）
を
活
用
し
て
行
う

小
規
模
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
利
益
の
追

求
に
加
え
地
域
課
題
の
解
決
を
め

ざ
す
も
の
で
あ
る
。
住
民
が
主
体

と
な
り
、
地
域
の
資
源
（
人
・
モ

ノ
）
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
に

あ
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
地

域
密
着
型
ビ
ジ
ネ
ス
。

に
、
市
民
と
市
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的

な
原
則
を
定
め
、
も
っ
て
個
性
豊

か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の

実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

市
民
が
主
体
的
に
市
政
に
参
加
す

る
た
め
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
と
市
が
協

働
し
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち

た
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
平
成
14
年
４
月
に

制
定
し
た
条
例
。

◆ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

◆ 

市
民
参
加
条
例

宝塚市自治会連合会の組織

宝

塚

市

自

治

会

連

合

会

（
第
１
地
区
か
ら
第
７
地
区
）

地

区

自

治

会

連

合

会

校
区(

地
域
）
自
治
会
連
絡
協
議
会

単位自治会

単位自治会

単位自治会

単位自治会

単位自治会

単位自治会

宝塚市地域自治の構図

第５次宝塚市総合計画の構成

　　計画期間 ： 平成２３年～
　　　　　　　　　　　 ３２年度

　　計画期間 ： 平成２３年～２７年度
　　　　　　 　　　　( 前期基本計画）

　　計画期間 ： ３年間の計画で、
　　　　　　　　　 毎年見直し

都 道 府 県

基礎自治体(市町村）

従　来

国（各省庁）

担
当
課

担
当
課

担
当
課

担
当
課

担
当
課

Ｎ

Ｐ

Ｏ

各
種
団
体

子
ど
も
会

老

人

会

自

治

会

市
民
力

地
域
力

協
働
課
題

≪校区（地域）自治会連絡協議会を中核≫

（校区各種団体の横断的組織）
校 区 ま ちづ くり 協 議 会

宝塚市庁内体制
行 政 の 横 断 的 組 織 化

権限移譲・規制緩和

一 括 交 付 金

上 記 組 織 の 事 業

今　後

　

平
成
22
年
11
月
27
日
（
土
）
宝
塚
第
一
、
西

山
、
末
広
、
逆
瀬
台
の
小
学
校
区
で
構
成
す

る
第
２
地
区
の
自
治
会
長
41
名
を
対
象
に
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
第
５
次
宝
塚
市
総
合

計
画
に
お
け
る
地
域
自
治
の
実
現
に
向
け

「
地
域
自
治
を
目
指
す
校
区(

地
域
）
自
治
会

連
絡
協
議
会
の
確
認
と
目
的
・
組
織
・
運
営

等
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
議
論
さ
れ
た
。

こ
の
研
修
の
ね
ら
い
は
、
地
域
自
治
に
お
け

る
自
治
会
の
中
核
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
確

立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

逆
瀬
台
小
学
校
区
は
、
宝
塚
市
で
唯
一
の　

校
区
自
治
会
協
議
会
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
に
お
け
る
組
織
の
一
元
化
と
機
能

化
が
図
ら
れ
意
思
決
定
、
実
施
機
関
の
ス
ム
ー
ズ

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

平
成
14
年(

２
０
０
２
年
）
制
定
。
宝
塚
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

◆ 

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

市
町
村
内
の
一
定
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
の

地
縁
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
組
織
。
自
治
会
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）
か
ら
、
市
域
を
概
ね
小

学
校
区
を
単
位
と
し
て
分
け
、
自
治
会
を
中
核
に
、

地
域
で
活
躍
す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
あ
ら
ゆ

る
人
た
ち
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
推
進
す
る
組
織
。
現
在
20
の
協
議
会
が
あ
る
。

◆ 

地
縁
型
の
地
域
組
織

◆ 
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

市
民
が
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
、

決
め
て
行
動
す
る
こ
と
。
地
方
自
治
の
本
旨
で
あ

る
「
住
民
自
治
」
の
概
念
に
加
え
て
、
市
民
力
の

強
化
を
め
ざ
す
。

◆ 

市

民

自

治

用
語
集
・

逆
瀬
台
小
学
校
区
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

は
、
平
成
15
年
12
月
に
行
政
へ
提
出
し

実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
財
政
難
か

ら
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

第
５
次
宝
塚
市
総
合
計
画
か
ら

ＣＯＰ１０ 「生物多様性交流フェア」
外務省事務局からＤＶＤを借入、役員会で上映会

アに平成２２年１０月２７日（水）宝塚市自治会連合会
と宝塚市環境衛生推進協議会の合同視察研修と
して実施された。宝塚市職員２名と自治会長３９名
が参加した。 ゆずり葉コミュニティ活動局長でもあ
り、 逆瀬川マンション自治会長の千秋さんが参加
され、外務省ＣＯＰ１０事務局と交渉しＤＶＤを借入
れてきた。ＤＶＤは役員会で上映され、ＣＯＰ１０及
び生物多様性の重要性が地域へ伝わることである。

　生物多様性に世界が集う会議
ＣＯＰ１０の開催にあわせ、 平成
２２年１０月１１日から２９日まで
「生物多様性交流フェア」が、 名
古屋市で開催された。 このフェ

添付参考資料　４／５頁



コンビニ新設提案を宝塚市から受ける

地
域
自
治
を
目
指
す
「
校
区
（
地
域
）
自
治
会
連
絡
協
議
会
」

の
目
的
・
組
織
・
運
営
に
つ
い
て　

～
官
民
協
働
の
推
進
～
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宝
塚
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る

「
第
５
次
宝
塚
市
総

合
計
画
」
が
平
成
23

年
４
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
。
ポ
イ

ン
ト
は
、
地
域
自
治

を
基
盤
と
し
た
市
民

自
治
の
実
現
に
あ
る
。

　

地
域
自
治
組
織
は
、

校
区(

地
域
）
の
合
意

形
成
が
確
立
さ
れ
た

各
種
団
体
と
の
横
断
的
組
織
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

す
で
に
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
前
回
広
報
紙
新
春
・
第

62
号
で
掲
載
し
て
い
る
。
最
小
行
政
単
位
と
し
て
中

学
校
区
で
は
広
す
ぎ
る
、
小
学
校
区
単
位
が
全
国
的

な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
宝
塚
市
域
を
網

羅
し
て
設
立
さ
れ
た
20
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

そ
の
内
一
箇
所
が
三
つ
、
二
箇
所
が
二
つ
、
残
る
17

が
一
つ
の
小
学
校
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
宝
塚
市
自
治
会
連
合
会
で
は
校
区(

地
域
）

と
言
い
、
そ
こ
に
所
属
す
る
単
位
自
治
会
が
地
域
力

と
自
治
会
力
を
拡
充
し
て
校
区
（
地
域
）
自
治
会
連
絡

協
議
会
を
組
織
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
23
年
１
月
28
日
に
第
１
回
目
が
始
ま
り
、
以

後
継
続
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
第
５
次
総
合
計
画

に
対
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
中
心
的
な
役
割

を
果
た
せ
る
体
制
づ
く
り
を
実
現
す
る
。

　

地
域
主
権
下
、
各
地
方
自
治
体
は
官
民
協
働
の
推

進
を
図
り
「
新
し
い
公
共
」
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

施
策
の
取
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

　

第
５
次
宝
塚
市
総
合
計
画
で
は
、
市
民
と
行
政
の

協
働
に
よ
る
「
新
し
い
公
共
」
の
領
域
の
拡
充
と
言

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
協
働
関
係
が
つ
く
れ
る
よ
う
に

「
協
働
の
指
針
」
を
策
定
す
る
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
、
た
た
き
台
づ
く
り
を
行
っ
て
９
月
に

策
定
委
員
会
に
引
継
が
れ
る
。 

　

自
治
会
連
合
会
で
は
、「
校
区
（
地
域
）
自
治
会
連
絡

協
議
会
」
に
関
し
て
頻
繁
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
宝
塚
市
自
治
会
連
合
会
で
検
索
し⇒

自
治
会
連
合
会
の
活
動
紹
介⇒

各
地
区
の
連
合
会
活

動
紹
介⇒

第
２
地
区
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
ご
覧
下
さ
い
。

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
た
当
会
会
則
は
、

意
思
決
定
、
実
施
機
関
の
一
元
化
と
機
能
化
を
図
っ

た
。
平
成
19
年
度
に
「
逆
瀬
台
小
学
校
区
自
治
会
協

議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
中
核

と
な
り
新
会
則
策
定
の
た
た
き
台
・
素
案
・
原
案
の

プ
ロ
セ
ス
（
過
程
）を
守
り
な
が
ら
地
域
住
民
の
合
意

形
成
に
よ
っ
て
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
域
内
８
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
も
平
成
16
年
の
国
土
交
通
省
に

よ
る
「
管
理
組
合
の
業
務
」
通
達
か
ら
財
産
管
理
だ
け

で
な
く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
醸
成
し
、
見

做
し
自
治
会
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

に
開
催
さ
れ
事
務
局
長
、
特
命
部
長
が
出
席
し
た
。

(9)
「
逆
瀬
台
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
見
直

　

し
、
７
／
30(

金)

、
宝
塚
市
に
提
出
し
た
。

(10) 

10
／
３(

日)

、
役
員
会
の
席
上
、
宝
塚
市
教
育

　

委
員
会
か
ら
「
適
正
規
模
に
よ
る
校
区
再
編
成
」

　

の
提
案
が
あ
っ
た
。
11
／
20(

土)

、こ
れ
を
撤
回
す

　

る
旨
の
文
書
を
受
取
っ
た
。

　

第
５
次
宝
塚
市
総
合
計
画
が
決
定
し
、
そ
の
中
心

課
題
と
し
て
地
域
自
治
の
実
現
が
あ
る
。
そ
の
た
め

の
組
織
づ
く
り
と
し
て
、
情
宣
活
動
が
非
常
に
大
切

と
な
っ
て
き
た
。
情
報
の
受
・
発
信
に
努
め
住
民
に

オ
ー
プ
ン
な
情
報
の
伝
達
を
図
っ
た
。

① 

広
報
紙
の
発
行　

年
４
回
、
Ｂ
４
版
４
面
、
従
来

 

通
り
カ
ラ
ー
印
刷
で
行
っ
た
。

② 

広
報
紙
の
配
布
は
、
年
度
当
初
に
１
年
間
の
配
布

 

日
時
を
設
定
し
、
校
区
を
網
羅
す
る
７
自
治
会
長
、

 

７
マ
ン
シ
ョ
ン
理
事
長
又
は
担
当
者
が
コ
ミ
ュ
ニ

 

テ
ィ
ル
ー
ム
で
引
き
取
り
、
全
戸
配
布
し
た
。
ま

 

た
、
外
部
配
布
は
、
行
政
関
係
、
小
・
中
・
高
の

 

各
学
校
、
中
央
図
書
館
、
エ
デ
ン
の
園
、て
く
て
く
、

 

せ
い
れ
い
逆
瀬
台
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
希

 

望
す
る
市
会
議
員
等
に
配
布
し
た
。

③ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ネ
ッ
ト
掲
示
板
・
ブ
ロ
グ
に

 

よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
効
活
用
を
推
進
し
、
レ

 

ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
に
よ
り
会
議
資
料
、
活
動
報
告

 

な
ど
、
動
画
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
に
よ
る
文
書
を
多
量 

 

に
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
配
信
を
行
っ
た
。

④ 

ゆ
ず
り
葉
ま
つ
り
や
逆
瀬
台
小
学
校
運
動
会
で

 

音
響
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
器
材
持
参
で
担
当
し
た
。

 
 

役
員
会
の
レ
ジ
ュ
メ
資
料
は
、
会
議
開
催
日
の
20

日
前
に
作
成
し
役
員
19
名
と
委
員
20
名
に
配
布
し
た
。

レ
ジ
ュ
メ
や
議
事
録
は
紙
ベ
ー
ス
と
と
も
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
公
開
す
る
と
同
時
に
デ
ー
タ
ス
ト

ッ
ク
し
て
い
る
。

 
 

支
払
の
請
求
が
あ
れ
ば
、
出
納
は
書
類
を
検
証
し
て

迅
速
・
正
確
に
行
っ
た
。
補
助
金
の
申
請
と
報
告
書

は
、
行
政
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
、
説
明
責
任
が
果
た

せ
る
よ
う
作
成
・
提
出
し
た
。

広　

報　

委　

員

(11) 

宝
塚
市
か
ら
逆
瀬
台
１
丁

　

目
県
道
沿
い
の
市
有
地
に
、

　

賃
貸
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
の
新

　

設
提
案
が
あ
っ
た
。
８
／
18

　

(

水)

、
10
／
３(

日)

、
10
／

　

20(

水)

、
　

１
／
11(

火)

、
２
／

　

28(

月
）
に
行
政
と
協
議
し
た
。

　

当
該
地
は
、
既
に
児
童
か
ら

　

高
齢
者
ま
で
が
、
ふ
れ
あ
え

　

る
複
合
施
設
の
新
設
を
、
ま

　

ち
づ
く
り
計
画
と
し
て
提
案

　

し
て
お
り
、
こ
れ
を
留
保
し

　

な
が
ら
協
議
し
て
い
る
。

(1) 

定
時
役
員
会
は
、
総
会
に
代
わ
る
も
の
で
あ
り
、
４

　

／
25(

日)

、
19
名
役
員
全
員
（
他
に
非
議
決
権
者
９

　

名
）
の
出
席
に
よ
り
開
催
し
、
平
成
21
年
度
活
動
報

　

告
と
会
計
決
算
・
監
査
報
告
を
行
い
、
満
場
一
致
で

　

承
認
し
た
。
続
い
て
平
成
22
年
度
の
役
員
選
任
・
委

　

員
選
出
お
よ
び
事
業
計
画
と
会
計
予
算
の
審
議
を

　

行
い
、
満
場
一
致
で
承
認
し
た
。

(2) 

会 

議 

の 

開 

催

 

① 

定
時
役
員
会
（
総
会
） 

１
回
／
年
、
28
人
（
非

　

議
決
権
者
９
名
を
含
む
）
／
年

 

② 

役
員
会 

５
回
／
年
、
延
141
人
／
年

 

③ 

３
役
中
心
の
会
議 

25
回
／
年
、
延
95
人
／
年

 

④ 

広
報
委
員
会
議 

22
回
／
年
、
延
126
人
／
年

 

⑤ 

経
理
委
員
会
議 

10
回
／
年
、
延
23
人
／
年

　

 

　
　
　
　

協
議
会
・
自
治
会
・
地
区
住
民
の
代
表

　

 

者
36
名
の
来
訪
を
受
け
、
ゆ
ず
り
葉
散
策
路
の
視

 
 
 

察
、
地
域
課
題
検
討
の
研
修
交
流
会
を
行
っ
た
。

(4)
「
団
塊
世
代
」
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
学

　

び
の
場
」
と
し
て
宝
塚
市
「
団
塊
塾
（
づ
か
塾
）
」

　

が
あ
る
。
そ
の
塾
生
の
２
名
が
１
／
23(

日)

、「
ゆ

　

ず
り
葉
散
策
路
整
備
活
動
」
で
実
体
験
を
行
っ
た
。

(5)
「
ゆ
ず
り
葉
ま
つ
り
」
が
10
／
23(

土)

に
開
催

　

さ
れ
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
一
体
と
な
っ
た
事

　

業
を
行
っ
た
。
【
詳
細
は
４
面
参
照
】

(6) 
逆
瀬
台
小
学
校
の
運
動
会
が
９
／
25(

土)

に
行

　

わ
れ
「
ボ
ー
ル
競
技
」
に
参
加
し
た
。

(7) 

第
２
ブ
ロ
ッ
ク
地
域
別
懇
談
会
「
都
市
計
画
マ
ス

　

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
に
３
／
12(

土
）
出
席
し
た
。

(8)
「
宝
塚
市
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
代
表
者
交
流
会
」

　

が
、
４
／
14(

水)
、
６
／
22(

火)

、
８
／
３(

火)

、
10
／

　

19(

火)

、
11
／
22(
月)
、
２
／
２(

水)

、
３
／
９(

水
）

 

⑥ 

ゆ
ず
り
葉
ま
つ
り
、運
動
会
な
ど
活

　

動
支
援
の
会
議 

７
回
／
年
、
延
224

　

人
／
年

 

⑦ 

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議 

１
回

　

／
年
、
30
人
（
構
成
す
る
14
団
体
代
表

　

者
）
／
年

 

⑧ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
ス
タ
ッ
フ
会

　

議 

10
回
／
年
、
延
24
人
／
年

 

★ 

合
計
開
催
回
数(

延)

 

81
回
／
年

　

（
前
年
度
比 

95
％
）

 

★ 

合
計
出
席
者
数(

延)

 

691
人
／
年

　

（
前
年
度
比 

106
％
）

 
 

（
但
し
、
活
動
局
活
動
委
員
の
地
区
会

　

議
は
含
ま
な
い
）。

(3) 

他
市
か
ら
の
研
修
会
受
入

 

全
国
的
に
地
方
分
権
が
進
む
中
、
７
／

 

17(

土)

、
西
脇
市
日
野
地
区
人
権
教
育　
　

宝
塚
市
自
治
会
連
合
会
で
「
第
５
次
宝
塚
市
総
合
計
画

 

に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
が
始
ま
り
ま
し
た

宝
塚
市
自
治
会
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

地
域
自
治
の
実
現
を
目
指
す
逆
瀬
台
小
学
校
区

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
「
ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

こ
れ
か
ら
宝
塚
市
「
協
働
の
指
針
」
策
定
に
向
け
た

　
　
　
　
　

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る

 

「
ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の

定
時
役
員
会
を
「
ゆ
ず
り
葉
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
」
で
標
題
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　

議
題
は
、
平
成
22
年
度
の
活
動

報
告
と
会
計
決
算
・
監
査
報
告
な

ら
び
に
平
成
23
年
度
の
役
員
選
任

・
委
員
選
出
お
よ
び
事
業
計
画
と

会
計
予
算
の
審
議
・
承
認
で
す
。

平
成
22
年
度
の
活
動
報
告
と
会
計

決
算
は
、
概
要
次
の
と
お
り
で
す
。

４
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
開
催
し
ま
す

オ
ー
プ
ン
な
会
議
で
す
か
ら
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

平
成
平
成
2323
年
度
定
時
役

年
度
定
時
役
員
会(

総
会)

を

【平成２３年２月度役員会】【宝塚市第２地区自治会連合会研修会】

全

体

活

動

事

業

平
成
　
年
度
活
動
報
告

22

２
面
に
続
く

書　

記　

委　

員

経　

理　

委　

員

施　

設　

委　

員

　

活
動
拠
点
「
ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
」

の
利
用
状
況
は
、
延 

825
時
間
／
年
（
前
年
度
比　

105

％
）
、
延 

309
回
／
年
（
前
年
度
比　

109
％
）
で
あ
っ
た
。

利
用
時
間
帯
と
し
て
午
前
中
は
比
較
的
に
空
き
に
な

っ
て
い
る
の
で
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

活
動
局
活
動
支
援
事
業

(1) 

地
域
交
流
事
業

 

① 

８
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
で
構
成
す
る
「
白
瀬
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